
宣 言 日 令和6年　1月　31日

住 所 川口市並木1-27-33

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ホワイト急便川口

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　馬籠　光廣

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

石油系溶剤を使用しないクリーニング（ナチュ
ラルウオッシュ+水洗品)を推進する。
＜（現状値）2023年の数値＞
環境配慮型クリーニングの割合：
59.9％（ナチュラル+水洗品450,000点/全
引き受け品751,000点）

＜2030年に向けた指標＞

80%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

70%

社員参加型の社会貢献活動を推進する。また、
地域の児童のため、職場体験授業の受入をす
る。
＜（現状値）2023年の数値＞
①地域の美化活動：12回/年・のべ36人参加
②職場体験：1回/年・のべ30人参加

＜2030年に向けた指標＞

①200回/年・のべ300人参加　②5回/年・のべ150人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①48回/年　のべ150人参加　②3回/年・のべ100人参加

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①202３年比　30％削減　②90％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①202３年比　15％削減　②70%

CO2削減のため、省エネ機器を導入し、エネル
ギー使用量を削減する。また、プラスチックハン
ガーの回収率を増加させリユースしていく。
＜（現状値）2023年の数値＞
①電気使用量：162,055ｋｗｈ/年
②プラスチックハンガーの回収率：48.8％
（330,000本/676,000本）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「世のため人のため」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。この考え方は持続可能
な開発目標（SDGｓ）と同じ方向をめざすものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、
SDGｓの達成に貢献していく。

株式会社ホワイト急便川口

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


